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広
報

　２月10日、市内外の消費者に「鳴門わかめ」の良さを知ってもらい、
また家庭でもそれを用いた料理を作ってもらう事で、ブランド力の
向上や消費者の拡大を目指す目的で、「鳴門わかめの料理教室」が里浦
漁業協同組合で行われました。
　同教室は市内外から35人が参加し（市外16人）、講師に里浦漁業協
同組合女性部の皆さんを迎え、ワカメの刈り取りから作業は始まり
ました。慣れないワカメの調理にも、和気あいあいとグループで力
を合わせて、ワカメを用いたキンピラやどんぶり、山芋との梅肉和
えなどの食欲を誘う品々を次々と完成させていました。
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刈り取りも調理も自分で　
～鳴門わかめの料理教室～

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 3



2平成24年３月号

　
鳴
門
市
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

計
画
の
策
定
や
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

な
ど
の
取
り
組
み
が
内
閣
府
に
評
価
さ

れ
、
平
成
23
年
度
の
男
女
共
同
参
画
宣
言

都
市
に
徳
島
県
で
初
め
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
市
ド
イ
ツ
館
で｢

男
女
共

同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典｣

を
行
い
、

板
東
ゆ
た
か
保
育
園
と
板
東
み
や
ま
保
育

園
の
園
児
、
宣
言
都
市
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
、
市
民
の
皆
さ
ん
ら
が
下
記
の
宣

言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
の
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
交

響
曲「
歓
び
の
歌
」合
唱
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
式
典
は
、
宣
言
都
市
実
行
委
員
会
か
ら

の
経
過
報
告
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
に
よ
る
バ
ン
ド

演
奏
、
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部

の
中
山
ま
き
子
教

授
に
よ
る『
男
女

共
同
参
画
社
会
・

再
考
～
共
に
生
き

る
社
会
へ～
』と
題

し
た
基
調
講
演
、

鳴
門
市
阿
波
踊
振

興
協
会
に
よ
る
阿

波
踊
り
な
ど
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
男
女

共
同
参
画
宣
言
都

市
奨
励
事
業
を

通
じ
て
、
全
国
に

宣
伝
す
る
絶
好
の

機
会
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
今
後
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

制
定
を
目
指
し
て
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
鳴
門
市
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

問 

市
役
所
人
権
推
進
課　
☎
６
８
４
・
１

０
９
５

鳴
門
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
文

悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
で　
同
じ
時
代
に
生
ま
れ

私
た
ち
は
出
会
い
ま
し
た

助
け
合
い　
支
え
合
い　
違
い
を
認
め
合
い

学
ん
で　
遊
ん
で　
働
い
て

は
つ
ら
つ
と
生
き
て
い
ま
す

「
寒
い
な
ぁ　
気
ぃ
つ
け
よ
」

潮
流
に　
こ
ぎ
出
す
船
を
見
送
る
鳴
門
海
峡

「
暑
い
な
ぁ　
た
い
へ
ん
や
な
ぁ
」

農
作
業
の
汗
が
し
み
込
む　
実
り
豊
か
な
鳴
門
の
大
地

「
よ
う
来
て
く
れ
た
な　
ま
た
来（
き
）て
よ
」

お
遍
路
さ
ん
が
行
き
交
う

お
も
て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る
撫
養
街
道

「
こ
け
ん
よ
う
に
な　
危
な
い
じ
ょ
」

高
齢
者
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

高
齢
者
を
尊
敬
す
る
ま
ち

女
男（
と
も
）に
生
き
る　
凜
と
し
て
生
き
る

誇
り
高
き
私
た
ち

ぞ
め
き
の
リ
ズ
ム
と　
第
九
が
響
く

こ
こ
渦
潮
の
都
市（
ま
ち
）鳴
門
市
で

私
た
ち
は　
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」を
高
ら
か
に

宣
言
し
ま
す

県
内
初「
男
女
共
同
参
画
都
市
」を
高
ら
か
に
宣
言

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典　
「
交
流
と
共
創-

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ-

」

経
過
報
告
を
行
う
実
行
委
員
会
会
長

多た

智ち

花ば
な

　
亨と

お
る
さ
ん

写真上：基調講演を行う
中山まき子教授／写真
右：阿波踊りに参加する
子どもたち
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おじさんは、一生懸命私たちに自分の気持ちを伝えよ
うとしているのです。そして、いつの日か私もそんな
おじさんの言葉を聞き取ろうとするようになっていま
した。でもある日、悲しい出来事が起こりました。
　私がおじさんたちと買い物に行った時のことです。
おじさんの嬉しい時の言葉「バーン。ババババーン。」
と言って、子どものようにはしゃいでいました。でも
それを見た人たちが、おじさんの方を見てひそひそと
話し始めました。話の内容までは聞こえませんでした
が、私の目には、おじさんのことを気味悪がっている
ように映りました。そして周りの人たちは、おじさん
のことをじろじろ見ながら、大げさに避けて通りまし
た。すると、おじさんは、初めて私と会った時のよう
な悲しい顔になってしまいました。
　しかし私は、１つ不思議に思うことがありました。
買い物に来る前、目の不自由な方が杖で地面をたたき
ながら歩いていました。その時周りにいた人たちは、
おじさんを見るような目ではなく、当たり前のように
道を空けていました。なのになぜ、おじさんの時だけ
あんなひどい態度を取ったのでしょうか。それは、障
がいについて理解がすすんでいるかどうかの違いだと
思います。目が不自由な人に対しては、ほとんどの人
が理解できているから、道をゆずることは当たり前の
ようにできているのだと思います。
  しかし、聾啞者については、ほとんどの人の理解が
あまりすすんでいません。だから、あのときの私のよ
うに怖いという感情が出てきて、おじさんを避けた
のだと思います。 聾啞者に対する差別だけではなく、
今の日本にはさまざまな差別が残っています。その差
別をなくすためには、そのことに対しきちんと理解し、
一人ひとりが差別と向き合い解消に向けて行動しなけ
れば、差別はなくなりません。
　差別されている立場にある人たちは、どうにかして
自分たちの気持ちを伝えようと必死に努力をしている
のです。おじさんもそうです。言葉にはできなくても、
話はできなくても、言葉を理解してもらうことができ
なくても、自分の声をみんなに聞いてもらいたくて、
一生懸命訴えています。そして、私より前向きに、一
生懸命生きています。私は、そんなおじさんの生き方
を、誇らしく思います。それと同時に自分のこれから
の生き方についても考えなければならないと思ってい
ます。
　私はおじさんとの関わりを通して、他人の声の一つ
ひとつに、耳を傾け、心の声を聞き取れるような人に
ならなけらばならないと思うようになりました。ノー
マライゼーションという考えが社会の中にも浸透して
きていますが、障がいがある人が、社会の中で、幸せ
に暮らしていくためには、ハード面だけではなくソフ
ト面の改善がいると思います。つまり、私たちの心の
在り方、生き方を変えていかなければならないという
ことです。すべての人が、他人の声の一つひとつに耳
を傾け、心の声を聞き取るようになれば、社会は、誰
にとっても、もっと住みよい場所になると思います。
おじさんに教えてもらったこの大切なことを、これか
らも心に刻んで生きていこうと思います。

　みなさんは、聾啞者と呼ば
れる人たちがどんな障がいが
ある人たちなのかを知ってい
ますか。聾啞者の聾は聴覚に
障がいがあること、唖は話す
ことに障がいがあることで
す。最近は盲導犬について学
んだりする機会も増えたの
で、視覚的な障がいがある人
のことを理解している人は増
えましたが、聾唖者についてはどうでしょうか。多分、
ほとんどの人が聾啞者について理解ができていないと
思います。でも私は、小さい頃から聾啞者についてよ
く知っています。なぜなら親戚のおじさんが聾啞者だ
からです。
  私がおじさんと初めて会ったのは、まだ私が物心つ
いた頃だったと思います。おじさんは障がい者の人た
ちが暮らす施設で生活していますが、年に何回か親戚
の家に帰ってきます。そして、私がその親戚の家に行
く日、ちょうどおじさんが帰ってきていました。
　私は、「おばさん。きたよー。」と言って家の戸を開け
ました。すると、おじさんがよだれをだらだら流しな
がら、「あーああー。」と言って出迎えてくれました。そ
れが私とおじさんの初めての出会いでした。私は怖く
て母の後ろにかくれました。そんな私の行動を見たお
じさんは、悲しそうな表情になり奥の部屋に入って行
きました。私は、おじさんがいなくなったのを確認し
てから、母に尋ねました。「お母さん。何でおじさんは
赤ちゃんみたいにあーあー言ってるの。」
　すると母は、「おじさんは産まれた時に、へその緒が
首に巻き付いて、それが原因で言葉がうまくしゃべれ
なくなったの。難しい言葉で聾啞者って言うんだけど
ね。」と答えたのです。それを聞いた私はおじさんにひ
どいことをしてしまったと思いました。そして、おじ
さんのことを怖いと思った自分に腹が立ちました。だ
から、私はおじさんと仲直りをして、仲良くなろうと
思い、私の方からおじさんに話しかけていきました。
　すると、最初は「あー」としか聞こえなかった言葉も
少しずつ違うということが分かってきました。例えば
家の人を呼ぶ時には、「ばーばー。」と言ったり、嬉しい
時には、「バーン。ババババーン。」と言ったりします。

「聾
ろう

啞
あ

者の声」
鳴門市瀬戸中学校　３年　 谷　穂乃香

　市内中学校では、毎年「市中学校人権問題意見
発表会」を開催しています。
　平成23年度は鳴門市第一中学校で、各校の代表
者６人が意見発表を行い、全校生徒が人権問題に
ついて共に学びました。各校の代表者のうち、 「聾
唖者の声」という題で力強く発表した瀬戸中学校
の谷 穂乃香さんの意見発表を紹介します。

市内中学生の人権問題意見発表から
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健
康
保
険
鳴
門
病
院
は
、
平
成
20

年
に
、
社
会
保
険
病
院
な
ど
の
売
却

な
ど
を
目
的
と
し
た「
独
立
行
政
法

人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整

理
機
構（
Ｒ
Ｆ
Ｏ
）」に
移
管
さ
れ
て
以

降
、
公
的
病
院
と
し
て
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年

12
月
に
、
徳
島
県
が
主
体
と
な
り
、

Ｒ
Ｆ
Ｏ
か
ら
健
康
保
険
鳴
門
病
院
の

譲
渡
を
受
け
る
こ
と
で
、
公
的
存
続

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
譲
渡
後
の
運
営
形
態
な

ど
を
協
議
す
る｢

新
た
な
鳴
門
病
院

の
あ
り
方
検
討
会｣

が
２
月
８
日
に

鳴
門
市
役
所
共
済
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
検
討
会
に
は
荒
瀬
誠
治
鳴
門
病
院

長
、
福
田
徹
夫
鳴
門
市
医
師
会
長
、

泉
市
長
、
鳴
門
市
内
の
各
団
体
の
代

表
者
ら
委
員
13
人
が
出
席
し
、
県
医

療
政
策
課
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

や
鳴
門
病
院
の
概
要
、
考
え
ら
れ
る

３
つ
の
運
営
形
態（「
地
方
独
立
行
政

法
人
」・「
指
定
管
理
者
制
度
」・「
地
方

公
営
企
業
法　
全
部
適
用
」）な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
救
急
医
療･

災
害
医

療
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
や
、
提
供

で
き
る
医
療
水
準
の
向
上
な
ど
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
検
討
会
は
４
月
ご
ろ
ま
で

開
催
さ
れ
、
運
営
形
態
を
は
じ
め
と

す
る
、
新
た
な
鳴
門
病
院
の
あ
り
方

に
つ
い
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鳴
門
病
院
は
県
北
部
唯
一
の
公
的

総
合
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
、
災

害
医
療
な
ど
を
担
っ
て
お
り
、「
地
域

医
療
支
援
病
院
」の
承
認
も
受
け
、

鳴
門
市
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
市
内

医
療
機
関
に
と
っ
て
も
、
鳴
門
市
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
上
で
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
医
療
機
関
で
す
。

　
市
で
は
鳴
門
病
院
が
、
地
域
医
療

を
支
え
る
公
的
病
院
の
役
割
を
着
実

に
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も

引
き
続
き
、
県
、
鳴
門
病
院
、
市
医

師
会
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
さ
ら

に
連
携
を
密
に
し
て
い
く
と
と
も

に
、「
市
民
に
よ
っ
て
守
り
育
て
る
病

院
」と
し
て
、
鳴
門
病
院
と
の
連
携

に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
実
践

講
座
や
介
護
予
防
な
ど
の
啓
発
講
座

を
継
続
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
新
た
な
鳴
門
病
院
の
あ
り
方
検
討
会
」開
催

　
　
〜 
運
営
形
態
な
ど
を
協
議 

〜

２
月
８
日
に
行
わ
れ
た「
新
た
な
鳴

門
病
院
の
あ
り
方
検
討
会
」

健康保険鳴門病院を取り巻く　これまでの経緯
○
昭
和
20
年
代

　
健
康
保
険
被
保
険
者
な
ど
の

保
険
診
療
を
確
保
す
る
た
め
社

会
保
険
病
院
を
整
備

○
昭
和
28
年
４
月

　
健
康
保
険
鳴
門
病
院　
設
立

○
平
成
14
年
～

　
保
険
財
政
の
悪
化
や
各
病
院

の
厳
し
い
運
営
状
況
を
背
景

に
、
社
会
保
険
病
院
の
整
理
合

理
化
の
議
論
が
本
格
化

○
平
成
17
年
10
月

　
「
年
金
福
祉
施
設
な
ど
の
譲

渡
ま
た
は
廃
止
」を
業
務
内
容

と
す
る
独
立
行
政
法
人
年
金
・

健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構

（
Ｒ
Ｆ
Ｏ
）が
設
立

○
平
成
20
年
10
月

　
社
会
保
険
庁
は
社
会
保
険
病

院
を
Ｒ
Ｆ
Ｏ
に
現
物
出
資
す
る

こ
と
と
な
り
、
Ｒ
Ｆ
Ｏ
の
存
続

期
限
で
あ
る
平
成
22
年
９
月
末

ま
で
に
病
院
の
譲
渡
を
推
進

○
平
成
22
年
８
月

　
Ｒ
Ｆ
Ｏ
の
存
続
期
間
を
平
成

24
年
９
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ

と
が
決
定

○
平
成
23
年
６
月

　
社
会
保
険
病
院
な
ど
の
整
理

合
理
化
を
目
的
と
す
る
Ｒ
Ｆ
Ｏ

か
ら
病
院
の
運
営
も
目
的
と
す

る｢

独
立
行
政
法
人 

地
域
医
療

機
能
推
進
機
構｣

に
改
組
す
る

法
案
が
成
立

　

た
だ
し
、
附
帯
決
議
で「
Ｒ

Ｆ
Ｏ
」は
新
た
な
機
構
に
改
組

す
る
ま
で
の
間
、
社
会
保
険
病

院
な
ど
の
譲
渡
を
推
進
す
る
こ

と
と
さ
れ
た

○
平
成
23
年
10
月
５
日

　
徳
島
県
議
会
文
教
厚
生
委
員

会
に
お
い
て
、｢

鳴
門
病
院
が

新
機
構『
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
』の
運
営
対
象
と
し
て
、

存
続
は
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
。
県
北
部
の
中
核
病
院
で
あ

り
、
病
院
や
鳴
門
市
と
連
携
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
の
答
弁

○
平
成
23
年
10
月
19
日

　
こ
れ
を
受
け
鳴
門
市
は
、
飯

泉
知
事
へ「
健
康
保
険
鳴
門
病

院
の
公
的
存
続
に
つ
い
て
」の

要
望
書
を
、
市
、
医
師
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
民
生
委
員･

児
童
委

員
の
代
表
者
ら
で
要
望

○
平
成
23
年
11
月
29
日

　
徳
島
県
議
会
で
知
事
が
、
県

自
ら
が
公
的
存
続
の
主
体
と
な

り
、「
新
生
・
鳴
門
病
院
」の
誕

生
に
向
け「
国
に
対
し
鳴
門
病

院
の
譲
渡
を
申
し
入
れ
す
る
」

と
意
思
表
明

鳴門病院と市の連携事業　
健康づくりのための相談会
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　市では、東日本大震災を教訓にして、昨年９月に全市的な津波避難訓練を実施しました。各地域において、学
校や事業所も含めて、多くの市民の皆さんが参加して避難経路などの確認が行われました。また、本年１月、市
職員を対象とした「防災研修」に、各地域の消防分団や自主防災会、自治振興会などの皆さんにも参加していただ
き、防災意識の醸成と情報の共有化に努めています。台風などの風水害をはじめ地震や津波に備えた防災・減災
対策は、市だけで進めていくには限界があり、市民の皆さんと市の協働による取り組みが欠かせません。

　このほかにも、次のような協働の取り組みがあります。
◦津波が発生したときに市民の皆さんの緊急一時避難場所となる「津波避難ビル」の指定に関して、建物所有者と

市および地域の自主防災会が協定を結ぶこと。
◦自主防災会が独自に避難路や避難場所を整備する際に、原材料などの購入費用を市が一部助成すること。
◦市が用意した測定機器を活用して、自主防災会などが地域内の標高を測定して表示していくこと。
　地域の防災力を高めるには、ひとりでも多くの市民の皆さんの防災活動への参画が大切です。防災意識を高め
ながら、災害に負けないまちづくりのために、これからも市民の皆さんと市が共に考え行動していきましょう。

☎ FAX 
 E-mail 

　人命を守ることを最優先にした災害に負けないまちづくりは、市と地域の共通課題です。大規模な災害
が発生すると、市の救助活動には限界があり、市民の皆さんの自助努力と地域での助け合いが大切になります。
　そこで、市内では、地域住民が互いに助け合い、協力しながら住んでいる地域を守るために自主防災会
が自発的に結成されています。（２月20日現在、 25団体が結成され、市内全域での組織率約81.5％）
　自主防災会により、各地域では自主的な避難訓練や防災に関する勉強会
が開催され、安全点検や独自に避難場所や避難路の整備も行われています。
また、各家庭へ家具転倒防止や災害時持ち出し袋の準備などを呼びかけた
り、地域ごとに、発電機、救助工具、担架などの資機材の配備も進めてい
ます。
　市では、自主防災会が行う地域での防災活動や資機材の整備に対して、
助成金を交付しているほか、出前講座の開催や自主訓練への協力などを通
じて、自主防災会の設立時から継続してサポートを行っています。
　「東海・東南海・南海地震」に備えて、今後、ますます地域の自主防災会
と市の連携が重要になります。平常時から積極的な情報交換を行い、市民
の皆さんと市がしっかりと協働することにより、災害発生時にも円滑な情報伝
達や協力体制が構築でき、被害を最小限にとどめることができます。

　災害発生時に被害の軽減を図ることは、市と地域の共通課題です。
　市では、「災害時等協力事業者登録制度」を設け、地域の事業者の皆さんと
協力関係を築いています。
　この登録制度は、事業者の皆さんが、「人材協力」、「物品協力」、「施設等の
提供」、「資機材等の支援」など協力可能な分野を選択・登録し、災害時には、
市や消防分団・自主防災会などと連携して、可能な範囲で自発的な救援活
動を行うものであり、 10事業者（２月20日現在）が登録しています。平常時にも自己の業務に支障のない範
囲で地域の防災訓練に参加したり、危険箇所の把握などに協力いただいています。
　このように、事業者の皆さんも地域の一員として、防災活動に積極的に参画することができます。災害
による被害を最小限に抑え、円滑な支援を実施するためには、事業者の皆さんの協力が重要となりますので、
ぜひ登録をお願いします。

防
災
学
習
会
の
様
子

防
災
資
機
材
の
整
備

みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」
連載



6平成24年３月号

鳴門百景フォトコンテスト結果
　「鳴門百景2011」フォトコンテストの入賞者が決
定し、１月に表彰式が開かれました。主な入賞作品
は次のとおりです。作品タイトル･作者（敬称略）
一般部門　【最優秀賞】○観潮船（古

こ

字
じ

博昭）　【優
秀賞】○祈願（野

の

藤
とう

敏美）○復興を願い阿波踊り（大浦
孝
たか

悦
のり

）○窯の里（田中耕二）
携帯部門　【最優秀賞】○
桜の中のベートーベン（古字
博昭）　【入選】○ちゅるちゅる
食べよ！（大村椿）○霊山寺で
の供養阿波踊り（三原茂雄）
○夕暮れの小鳴門海峡（齊藤
早
さ

佑
ゆ

理
り

）

　市では、ごみ・CO2排出削減につながるマイバッ
グ運動を推進しています。自分のお気に入りの写真
やオリジナルイラストをバッグにアイロンプリント
して、買い物に出かける時は必ずオリジナルマイ
バッグを持って、楽しいエコ生活を送りましょう。
バッグは廃棄物対策課で用意します。作成は、アイ
ロンを当てるだけで簡単にできます

【申し込み】　Ａ４サイズまでの法律に違反していな
い写真やイラストを廃棄物対策課まで持参（SDカー
ドなども可・要事前連絡）するか、郵送してください。
送られた写真やイラストは返却できません。作品は
折り曲げ厳禁。写真やイラストの裏側には必ず住所
･氏名･電話番号を明記してください。携帯電話をお
持ちの方は、携帯電話番号も明記してください。

【対象者】　鳴門市民 　１人１個限定（先着順）
【申し込み先】　〒771-0361鳴門市瀬戸町堂浦字浦
代105番地17-2　鳴門市クリーンセンター廃棄物対
策課　オリジナルマイバッグ作成係　☎683･7573／
FAX683･7579 

鳴門百景2011フォトコン
テスト最優秀作品をマイ
バッグにプリントし、最優
秀賞受賞者の古字博昭さん
（右写真）に進呈しました。

オリジナルマイバッグを作成して
エコ生活を送ってみませんか?

　市では、新たな公共交通体制を構築するため「鳴門
市地域公共交通総合連携計画」を策定し、鳴門市地域
公共交通再編の作業を進めています。
　100円バスとして皆さんに親しまれている「市内循
環線」の市営バスによる運行が３月31日をもって終了
することから、利用実態調査でのご意見を基に路線
の一部を変更し、４月１日から地域バスとして運行
を開始することになりました。

「市内循環線」の運行について
◆変わるところ
①市営バスが撤退し、地域バスになります
②経路が変わります
　「鳴門駅西」・「撫養大道」を経由するようになります。

（「中央商店街」には停まらなくなりますのでお近くの「成
徳高校前」・「撫養大道」停留所などをご利用ください。）
③時刻が一部変わります
　経路変更に伴い、「鳴門一中前」・「市役所前」・「鳴門
郵便局前」停留所の時刻が変わります。その他の停留
所は変わりません。
◆変わらないところ
●バスの車両（青色ノンステップバス）●30分ごとの
運行（１日12便）●利用料金（大人100円　子ども50円）
※市営バスの回数券や高齢者・障がい者を対象とし
た無料優待券も利用可。定期券は利用できません。

地域バスパンフレットの配布
　市内循環線（４月１日再編）と里浦粟津運動公園線・
高島線の時刻表が入ったパンフレットを３月下旬か
ら右記の場所で配布します。また、『広報なると４月
号』と一緒に市内全世帯に配布します。

４月１日から「市内循環線」が
市営バスから地域バスに変わります

【配布場所】
市役所本庁舎１階案内、市営バス車内、地域バス車内、
徳バス観光サービス鳴門営業所、市観光情報センター
問 市役所交通政策室　☎684･1013
※市営バスに関するお問い合わせは市企業局運輸事
業課（☎685･3124）へ。

●キョーエイ

マ
ネ
キ
●

●ダイレックス

鳴門園
●

うがい医院
　　　●

●兼松病院

●小川病院

●サンクス

★

★

★

成徳高校前

大道銀天街

郵便局前

新しく
『撫養大道』に
停まります。

新しく
『鳴門駅西』に
停まります。

『中央商店街』
には停まり
ません。

JR
鳴
門
駅
★

★
鳴門駅前
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３、４月のホームゲーム日程（試合開始時刻）
３月11日（日）　午後１時　ＶＳFC岐阜
３月17日（土）　午後１時　ＶＳ栃木SC
４月１日（日）　午後４時　ＶＳファジアーノ岡山
　　　　　　　※４月１日はPRIDE　OF　中四国
４月22日（日）　午後６時　ＶＳアビスパ福岡
４月27日（金）　午後７時　ＶＳヴァンフォーレ甲府

写真提供：徳島ヴォルティス

スカパー! Ｐｒｅｓｅｎｔｓ
徳島ヴォルティスパブリックビューイング

【試合開始】　午後５時30分（開場：午後４時）
　３月４日（日）、 2012シーズンJ２リーグ開幕戦（ア
ウェイゲーム）の試合模様を、市民会館において生
中継します。グッズ販売、飲食販売、ハーフタイム
抽選会、餅つきなどイベントも行います。みんなで
徳島ヴォルティスを応援しましょう。

【会　　場】　鳴門市市民会館
【対戦相手】　ギラヴァンツ北九州
【入 場 料】　無料
【定　　員】　1,000人（定員に達した場合、安全確保
のため入場制限をする場合あります）
問 徳島ヴォルティス（☎088-672-7252）

徳島ヴォルティス 2012シーズンホーム開幕戦
【試合開始】　午後１時 （開場：午前11時）
　３月11日（日）、徳島ヴォルティスのホーム開幕戦が、
鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
において開催されます。時計台広場周辺のヴォルティ
ス広場では、ワカメのしゃぶしゃぶの無料提供（午前11
時から配布。無くなり次第終了。）などをはじめ、さま
ざまなイベントが開催されます。皆さんぜひご来場く
ださい。

【会　　場】　ポカリスエットスタジアム
【対戦相手】　ＦＣ岐阜
問 徳島ヴォルティス（☎088-672-7252）

Ｊ１昇格をつかみ取れ
２０１２シーズン

開幕！！

５月３日（木・祝）　ＶＳ松本山雅ＦＣ
５月６日（日）　　　ＶＳロアッソ熊本
５月20日（日）　　　ＶＳガイナーレ鳥取
６月１日（金）　　　ＶＳFC町田ゼルビア
６月９日（土）　　　ＶＳ横浜ＦＣ
６月17日（日）　　　ＶＳ愛媛ＦＣ
７月１日（日）　　　ＶＳザスパ草津
７月22日（日）　　　ＶＳギラヴァンツ北九州
８月５日（日）　　　ＶＳ大分トリニータ
８月22日（水）　　　ＶＳ湘南ベルマーレ
９月２日（日）　　　ＶＳモンテディオ山形
９月17日（月・祝）　ＶＳ水戸ホーリーホック
９月30日（日）　　　ＶＳ京都サンガF.C.
10月21日（日）　　　ＶＳカターレ富山
10月28日（日）　　　ＶＳ東京ヴェルディ 
11月11日（日）　　　ＶＳジェフユナイテッド千葉

５月以降のホームゲーム年間日程
【試合会場】　鳴門・大塚スポーツパーク
　　　　　　ポカリスエットスタジアム 

幟
のぼり

とシールでヴォルティスの応援気運高まる
　徳島ヴォルティスを応援する市民有志「和緒一（わっしょ
い）なると」、「徳島ヴォルティス」、「鳴門市」の三者が協力
し、２月21日徳島ヴォルティスの幟を、大道･サンロー
ド･本町の３商店街などに設置しました。幟設置後、ヴォ
ルティスロード（ＪＲ鳴門駅からポカリスエットスタジ
アムまでの道のり）にある水銀灯や文明橋の欄干などを
徳島ヴォルティスをイメージしたシールで装飾しました。

シールで装飾された文明橋幟を設置する市民有志ら
写真提供：徳島ヴォルティス
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【
①
シ
ニ
ア
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室
】

　
４
月
20
日
以
降
の
毎
週
金
曜
日
午

前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
／
市
民
会

館
ほ
か

【
②
中
国
健
康
体
操
教
室
】

　
４
月
17
日
以
降
の
毎
週
火
曜
日
午

前
11
時
～
正
午
／
市
民
会
館
ほ
か

　
平
成
23
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
た
な
子

ど
も
手
当
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど

も
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
も
含

め
、全
て
の
方
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
給
し

て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬

に
申
請
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
申
請

期
限
ま
で
に
手
続
き
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
し
、
生
計
の
中
心
と
な
る

保
護
者
で
、
申
請
案
内
が
届
い
て
い

【
③
65
歳
か
ら
の
男
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
】

　
５
月
９
日
以
降
の
毎
月
第
２
・
第

４
水
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１

時
／
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
５
階
鳴
門
市
婦
人
会
館

【
④
脳
の
楽
習
教
室
】

　
４
月
～
８
月
の
毎
週
木
曜
日
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
の
う
ち
30
分

程
度
／
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
２
階
。

　

簡
単
な
計
算
と
音
読
な
ど
の
教
材

を
使
い
、
継
続
的
に
学
習
す
る
こ
と

で
物
忘
れ
を
予
防
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す（
事
前
説
明
会
：
３
月
29
日（
木
）

午
前
10
時
／
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
）。

な
い
方
は
、

子
ど
も
い
き

い
き
課
ま
で

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務

員
の
方
は
各
所
属
庁
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
以
降
に
鳴
門
市
に
転
入
さ
れ

た
場
合
や
、
出
生
な
ど
に
よ
り
新

た
に
子
ど
も
手
当
の
受
給
資
格
が

発
生
し
た
場
合
は
、
15
日
以
内
に

申
請
手
続
き
に
お
越
し
い
た
だ
け

れ
ば
、翌
月
か
ら
支
給
を
し
ま
す
。

【
対　
象
】　
市
内
に
住
民
票
の
あ
る

65
歳
以
上
の
方
の
う
ち
要
介
護
・
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
③
は
男
性
の
み（
た
だ
し
高
齢
者

の
み
世
帯
の
方
優
先
）

【
申
し
込
み
】　
希
望
す
る
教
室（
①

②
は
い
ず
れ
か
）を
選
び
、
住
所･

氏

名･

年
齢･

電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
に
て
市
役
所
長
寿
介
護
課

（
☎
６
８
４･

１
１
７
５
／
FAX
６
８
４

･

１
３
２
１
）へ
。

【
締
め
切
り
】　
①
②
は
３
月
30
日

（
金
）・
③
は
４
月
20
日（
金
）・
④
は

３
月
22
日（
木
）ま
で

【
申
請
期
限
】　
子
ど
も
手
当
制
度
変

更
に
伴
い
、
新
た
に
認
定
請
求
が
必

要
な
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
３

月
31
日（
土
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
10
月
分

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
３
月
31
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
窓
口
で

の
受
付
。
郵
送
で
の
申
請
は
３
月

31
日（
土
）ま
で
の
消
印
有
効
。

問 

市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課　

☎
６
８
４･

１
１
４
６

｢ＮＰＯ法人を設立したいがどのような手続き
をすれば良いの？｣
｢ＮＰＯ法人の運営に関してアドバイスをして
欲しい｣
｢地域のためにボランティア活動を始めたいけ
ど、どのような団体があるの？｣
　鳴門市市民活動支援センターでは、専任指導
員が市民の皆さんの社会貢献活動に関するご相
談に応じます。お気軽にお立ち寄りください。
　ＮＰＯ法人やボランティアグループ
の皆さんが会議などにご利用いただけ
るスペースも準備しています。

【開館時間】　平日　午後１時～６時まで
【場　　所】　市老人福祉センター１階
問　鳴門市市民活動支援センター
　　☎685･7170（社会福祉協議会）

～鳴門市市民活動支援センター～

市民の皆さんの
社会貢献活動をサポート

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
３
月
31
日
ま
で

市
の
介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か（
参
加
費
無
料
）

川崎幼稚園・小学校で閉校式を開催
　川崎小学校は、明治９年に開校し、これまで
135年間、川崎幼稚園は、昭和15年からこれまで
72年間、地域の拠点として、地域と共に子どもた
ちを育て、数多くの卒業生を輩出してまいりまし
たが、平成24年度から板東幼稚園・小学校と統合
します。
　そこで、卒業生や教職員、地域住民など、幼稚
園・小学校とゆかりのある方々と閉園・閉校の日
を迎えるため、閉校式を開催します。
　出席を希望される方は、３月10日（土）までに川
崎小学校（☎689・1224／FAX689・3353）へご連絡
ください。

【と　き】　3月18日（日）　午後1時から
　　　　　※式終了後、アトラクションがあります。

【ところ】　川崎小学校　体育館
【駐車場】　運動場（校区外の方など100台）
　　　　　川崎会館（校区内の方など40台）
　　　　　※人権福祉センターにも駐車可能です。
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◇ごみ出しルールとマナーの確認
①市指定ごみ袋で出す
②分別をする
③氏名を記入する
④収集当日午前８時30分までに出す

◇生ごみは水切りしてからごみ出ししましょう
　生ごみを水切りしてごみ出しすると、次のような
メリットがあります。
①悪臭・腐敗防止に役立つ
②ごみ出しが楽になる
③ごみ減量につながる
④ごみ減量により、市指定ごみ袋を使
う枚数が減る･より小さな袋で出せる
⑤焼却施設やごみ収集車の効率が向上する

◇プラスチック製容器包装類の出し方について
　水曜日にごみ出しするプラス
チック製容器包装類には右記のよ
うなマークが付いている製品が対
象になります。材質がプラスチッ
クでも、ハンガーや洗濯物を干す
商品などは対象にはなりませんの
で、ご注意ください。

◇スプレー缶・カセット式ボンベなどは、危険ごみ・
有害ごみです！
　危険ごみ・有害ごみは、毎週水曜日に「燃やせない
ごみ」用市指定ごみ袋で出してください。
※ガスが残っているうちに不要となった、使い捨て
ライターやライター用ガスボンベは、必ずガスを抜
いてから廃棄してください。

◇ごみ収集車が収集する缶類は飲料用に限ります
　月・火曜日に収集する缶類は、市指定ごみ袋に入
れて、アルミ缶とスチール缶を混
ぜて出していただいても結構です
が、飲料用に限りますのでご注意
ください。

◇資源ごみは上手に処理して経費削減！
　新聞・雑誌・ダンボール・雑がみ・アルミ缶・ス
チール缶・古布類は、資源ごみ回収の対象品目です。
資源ごみとして出すことにより、市指定ごみ袋を使
用する頻度が減り、家計も助かります。また、資源
ごみ回収団体には、１kgにつき
５円の報奨金をお支払いしてい
ます。お近くの資源ごみ回収団
体は、お気軽に市クリーンセン
ター廃棄物対策課までお問い合
わせください。

◇粗大ごみ・自転車・電気製品はクリーンセン
ターへ持ち込んでください
　粗大ごみ・自転車・電気製品は、
ごみステーションに出しても収
集できません。市クリーンセン
ターへ直接持ち込むか、市が収
集運搬を許可している業者に処
理を依頼してください。

◇一時多量ごみについて
　引っ越しに伴う大量のごみをステーションに出
すと、同じところに出す人の迷惑になりますので、
市クリーンセンターへ直接持ち込むか、市が収集
運搬を許可している業者に処理を依頼してください。

◇事業者のごみ処理について
　事業者（商店・事業所など）は自らごみを処理す
るように定められています。ごみステーションへ
ごみ出しせず、事業系一般廃棄物は直接クリーン
センターに持ち込むか、市が収集運搬を許可して
いる業者に処理を依頼してください。
【市が許可している一般廃棄物収集運搬業者】
（株）三幸クリーンサービスセンター ☎685･8818
ゼネラル産業（有） ☎687･2881
鳴門クリーン ☎685･3075

（株）メイコークリーンサービス ☎688･0606
（有）矢野商会 ☎689･1719
※五十音順

【ごみに関する問い合わせ先】
市クリーンセンター廃棄物対策課
☎683･7573／FAX683･7579

 ごみ 出しの ルール と マナー

◇３月20日（火･祝）はクリーンセンター休業
（ごみ収集・持ち込み受け付けともに休み）です。
お間違いのないようお気を付けください。

危険ごみ・有害ごみ危険ごみ・有害ごみ 必ず穴を開けて
ください

刃物類
ライター

電池

ス
プ
レ
ー
缶鉄

ア
レ
イ 水

銀
体
温
計

カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ

カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
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赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
、
出
生
届
を

出
さ
れ
た
ら
以
下
の
制
度
を
利
用
く

だ
さ
い
♪

【
内　
容
】　
鳴
門
市
に
住
所
を
有
し
、

出
生
届
を
提
出
し
た
新
生
児（
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
）の
親

権
者
な
ど
に
、
市
指
定
ご
み
袋「
燃

や
せ
る
ご
み（
大
）」を
新
生
児
人
数

に
１
０
０
を
乗
じ
た
枚
数
を
無
償
交

付
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】　
出
生
届
提
出
日
か
ら

６
カ
月
以
内

【
申
請
に
必
要
な
物
】　
①
交
付
対
象

【
３
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
送
付
】

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険

者
証（
保
険

証
）の
有
効

期
限
は
平

成
24
年
３

月
31
日
ま

で
の
た
め
、

３
月
中
に

４
月
か
ら

の
新
し
い

保
険
証
を

者（
配
偶
者
）の
朱
肉
を
使
う
印
鑑
②

母
子
健
康
手
帳
③
代
理
人
申
請
の
場

合
は
、
代
理
人
の
朱
肉
を
使
う
印
鑑

【
申
請
方
法
】　
市
役
所
市
民
課
で
配

布
す
る
交
付
申
請
書
に
住
所・氏
名・

電
話
番
号・新
生
児
人
数
を
記
入
し
、

朱
肉
を
使
う
印
鑑
を
押
印
し
、
母
子

健
康
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
欄

に
も
記
入
・
押
印
し
、
母
子
健
康
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
※
鳴
門

市
外
で
出
生
届
を
済
ま
さ
れ
た
方
に

は
、
交
付
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

世
帯
主
宛（
保
険
証
は
被
保
険
者
１

人
ご
と
に
発
行
）に
特
定
記
録
郵
便

で
郵
送
し
ま
す
。４
月
１
日
以
降
は
、

必
ず
ご
本
人
の
新
し
い
保
険
証
を
医

療
機
関
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
新
し
い
保
険
証
は
３
月
上
旬
に
作

成
す
る
た
め
、
世
帯
異
動
な
ど
に
よ

り
、
送
付
さ
れ
た
保
険
証
の
記
載
内

容
と
実
態
が
異
な
っ
た
場
合
は
、
新

旧
の
保
険
証
を
持
っ
て
保
険
課
ま
で

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
現
在
の
保
険

証
は
４
月
２
日
以
降
に
市
役
所
保
険

課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

【
交
付
場
所
】　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
廃
棄
物
対
策
課
お
よ
び
市
役
所

市
民
協
働
推
進
課

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物

対
策
課　

☎
６
８
３･

７
５
７
３
／

FAX
６
８
３･

７
５
７
９

【
高
齢
受
給
者
証
】

　
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
、
自
己
負
担
割
合
が
２
割
の

方
は
国
か
ら
１
割
が
助
成
さ
れ
、
実

質
１
割
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
の
適
用
期
間
が
来
年
度
も
１

年
間
延
長
さ
れ
、
来
年
３
月
末
ま
で

と
な
っ
た
た
め
、
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す（
今
回
送
付
す

る
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７

月
末
ま
で
で
す
）。

問 

市
役
所
保
険
課　

☎
６
８
４･

１
１
３
９

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）を
郵
送
し
ま
す

４
月
１
日
以
降
に
お
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
宅
に
市
指
定
ご
み
袋
を

無
償
交
付
し
ま
す（
要
申
請
）

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで
・70歳未満の方
・70歳以上の非課税世帯等の方

「限度額適用認定証」などの
交付の申請をしてください。

「限度額適用認定証」などを窓口
に提示してください。

70歳以上75歳未満で、非課税
世帯等ではない方 申請の必要ありません。 「高齢受給者証」を窓口に提示し

てください。
75歳以上で、非課税世帯等で
はない方 申請の必要ありません。 「後期高齢者医療被保険者証」

を窓口に提示してください。
※窓口支払の上限額は、所得に応じて異なります。
※「認定証」がない場合は、従来どおり後から申請により高額医療費としてお返しします。

　平成24年４月１日からは、国民健康保険および
後期高齢者医療制度において、高額な外来診療を
受けたとき、「限度額適用認定証（認定証）」などを提
示すると、ひと月の医療機関等の窓口での支払い
を自己負担限度額までにとどめることができるよ
うになります。
　70歳未満の方と70歳以上の住民税非課税世帯等
の方で高額な外来診療を受ける方は、事前に「認定

国民健康保険および後期高齢者医療制度で高額な外来診療を受ける皆さんへ
証」の交付の申請をしてください。
　なお、すでに「認定証」などをお持ちの方は、４
月１日以降、外来診療にも適用されますので、有
効期限までは現在お持ちの「認定証」をご利用くだ
さい。

【申請に必要なもの】　被保険者証、印鑑
【申請場所・お問い合わせ先】
市役所保険課　☎６８４・１１３９

国民健康保険被保険者証

鳴 門 市保険者名

有効期限 平成２５年　３月３１日

鳴門

男鳴門 太郎

鳴門 太郎
徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜１７０番地

１２３４５６７

３６００２４

記号

氏　　名 性別
生年月日
資格取得年月日

昭和 ３６ 年　 １　月　 ５　日
昭和 ４３ 年　 １　月　 １　日

交付年月日
世帯主氏名
住　　　所

保険者番号

平成 ２４ 年　 ４　月　 １　日

番号

市市市市市
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平
成
24
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
の
時
点
で
課
税
台
帳
に
登

載
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
・
原
動
機

付
自
転
車
な
ど
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
使
用
不
能
状
態
の
車
や
盗

難
な
ど
で
紛
失
し
た
車
は
廃
車
手
続

き
を
、ま
た
、車
を
譲
っ
た
場
合
は
、

名
義
変
更
手
続
き
を
３
月
30
日（
金
）

ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お

年
度
末
は
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
の
方
法
】

①
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以

下
）・小
型
特
殊
自
動
車
＝
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
手
数
料
３
０

０
円
が
必
要
）、
印
鑑
を
持
っ
て
市

役
所
税
務
課（
☎
６
８
４
・
１
０
７

０
）へ
。

②
軽
自
動
車・軽
二
輪
車
＝
車
検
証
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印
鑑
を
持
っ

て
徳
島
市
応
神
町
応
神
産
業
団
地
内

軽
自
動
車
協
会（
☎
６
４
１
・
２
０

１
０
）へ
。

③ 

二
輪
小
型
自
動
車
＝
２
５
１
㏄

以
上
の
二
輪
車
は
車
検
証
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印
鑑
を
持
っ
て
同

産
業
団
地
内
四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸

支
局（
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２

０
７
４
）へ
。
※
い
ず
れ
も
名
義
変

更
手
続
き
の
場
合
、
新
所
有
者
の
住

民
票
と
双
方
の
印
鑑
が
必
要
。
①
に

つ
い
て
は
住
民
票
は
不
要
で
す
。

問 

市
役
所
税
務
課
市
民
税
担
当　

☎
６
８
４
・
１
０
７
０

　小型犬でも装着しやすいように、「犬鑑札」「狂犬
病予防注射済票」の様式が３月２日以降に交付する
平成24年度様式から変わります。
犬鑑札　これまでの楕円形から、市町村名が記載
された犬顔型へ　　　　　　　

狂犬病予防注射済票　小型化し、首輪などに装
着しやすくなります

　平日に来庁できない方のために特に要望の多い年度末に
休日窓口を開設し、証明書の交付業務を行います。

【開設日･時間】
３月31日（土）午前８時30分～午後０時30分

【取り扱い業務】
○市民課（☎684･1135）／戸（除）籍謄抄本など戸籍に関す
る証明書の発行／住民票の写しの発行／印鑑登録証明書の
発行／印鑑の登録および廃止の申請／住所の変更などの届
け出※年金の窓口は対象外
○保険課（☎684･1139）／国民健康保険･後期高齢者医療
保険に関すること
○長寿介護課（☎684･1071）／介護保険に関すること
○子どもいきいき課（☎684･1146）／子ども手当認定に関
すること／乳幼児等医療費助成に関すること

３月31日は市役所窓口を開きます

犬の鑑札・狂犬病予防注射済票の様式が変わります
　すでに交付を受けている場合は、手続きは不要
です。新しい鑑札に変えたい場合は、再交付手続
きが必要ですので、市環境政策課（☎683･7571）へ
ご連絡ください（再交付手数料1,600円）。
◎飼い犬への犬鑑札と狂犬病予防注射済票の装着
は、法律で義務付けられています。万が一迷子に
なった場合の飼い主の特定にもなりますので、必
ず装着してください。

登録事項の変更があった場合は、必ず手続きを!
【住所地の変更】
●鳴門市外へ引っ越した場合・・・転入先の市町
村窓口に、鑑札および狂犬病予防注射済票を持参
し、鑑札の交換交付の申請を行ってください。また、
転出する旨鳴門市にもご連絡をお願いします。
●鳴門市内での引っ越し・・・窓口で登録事項変
更届出を行ってください。

【飼い犬の死亡届】
　窓口で鑑札を添付し死亡届を行ってください。
問 市環境政策課　☎683･7571プレート赤色 プレート青色

→

→

軽
自
動
車
・
原
付
の
廃
車
手
続
き
は
３
月
中
に
!

『消したはず   決めつけないで   もう一度』
春の全国火災予防運動　３月１日～７日
　春季火災予防運動は、火災が発生しや
すい時季を迎えるにあたり、高齢者など
を中心とする死者の発生を減少させ、財
産の損失を防ぐことを目的に、消防記念
日を最終日とする一週間に、毎年実施し
ています。
　住宅火災における死傷者発生を防止す
るため、設置が義務付けられている住宅
用火災警報器の未設置世帯への普及を進
めていきます。また、この運動に合わせ｢全国山火事予防運
動｣および｢車両火災予防運動｣も実施します。一人一人が防
火の重要性を自覚し、日々の生活の中で防火を実施するこ
とにより、火災による死傷者や財産の損失を防ぎましょう。



　
徳
島
県
が
公
表
し
た
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
３
連
動
地
震
を
想
定
し

た「
徳
島
県
沿
岸
に
お
け
る
津
波
高

暫
定
値
報
告
書
」と
そ
れ
に
基
づ
く

暫
定
津
波
浸
水
予
測
図
に
つ
い
て
の

説
明
会・意
見
交
換
会
が
２
月
10
日
、

市
役
所
共
済
会
館
で
開
か
れ
、
市
内

各
地
区
の
自
主
防
災
会
や
自
治
振
興

会
の
代
表
ら
34
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
県
の
担
当
者
か
ら
、
新
た
な
予
測

で
の
市
沿
岸
部
の
津
波
到
達
時
間
や

大
き
く
広
が
っ
た
浸
水
域
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
説
明
後
の
意

　
平
成
24
年
２
月
で
創
立
65
周
年
を

迎
え
た
株
式
会
社
中
岸
商
店
か
ら
消

防
防
災
事
業
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と

２
月
13
日
、
市
へ
１
０
０
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
岸
商
店
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
市

消
防
本
部
へ
車
両
の
寄
贈
や
昨
年
４

月
に
は
積
極
的
に
市
消
防
団
へ
協
力

す
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業
所
と
し

て
、
消
防
団
協
力
事
業
所
の
表
示
証

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
岸
敏
昭
代
表
取
締
役
社
長
は
、

「
今
後
も
消
防
防
災
に
協
力
し
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
、
会

津
若
松
市
を
応
援
す
る
鳴
門
市
民
の

会
」 

が
こ
の
ほ
ど
、
会
津
若
松
市
の

室
井
市
長
宛
て
に
募
金
77
万
７
５
３

５
円
を
送
り
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
を
多
く
受
け
入
れ
る
と
と
も

に
、
風
評
被
害
な
ど
で
観
光
客
が
激

減
し
て
い
る
会
津
若
松
市
を
応
援
し

よ
う
と
、
会
津
若
松
市
に
ゆ
か
り
の

深
い
７
団
体
が
昨
年
４
月
に
発
足
。

そ
の
後
加
盟
団
体
も
13
団
体
に
増

え
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
な
ど
に
募
金

活
動
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
団

体
は
募
金
活
動
に
協
力
し
、
６
月
６

日
ま
で
の
第
一
次
募
集
期
間
に
集
め

た
募
金
１
０
２
万
８
６
３
５
円
を
会

津
若
松
市
に
送
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
募
金
の
寄
付
は
、
同

会
が
６
月
７
日
か
ら
昨
年
末
ま
で
を

第
二
次
支
援
金
募
集
期
間
と
し
、
加

盟
団
体
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
募
金
活
動
を
行

い
、
個
人
で
も
寄
せ
ら
れ
た
多
額
の

募
金
も
追
加
し
送
金
し
た
も
の
で
す
。

　
２
月
12
日
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

子
ど
も
た
ち
の
圏
域
内
交
流
を
目
的

に
、A
S
A
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流

圏
推
進
協
議
会
主
催
で
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

圏
域
内
の
チ
ー
ム
を
中
心
に
全
16

チ
ー
ム
２
４
２
人
の
選
手
が
参
加
し
、

接
戦
の
試
合
も
多
く
大
会
は
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】　
優
勝「
林
崎
・
里
浦

Ｓ
Ｓ
」、
準
優
勝「
西
淡
Ｓ
Ｓ
Ｓ
」、

３
位「
三
木
Ｆ
Ｃ
」、
敢
闘
賞「
鳴
門

ポ
ラ
リ
ス
Ｆ
Ｃ
」

【
Ａ
Ｓ
Ａ
圏
域
】

Ａ 

Ｗ
Ａ　
　
　
　
鳴
門
市

Ｓ 

Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　
東
か
が
わ
市

Ａ 

Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ　
　
南
あ
わ
じ
市

見
交
換
会
で
は
、
参
加
者
か
ら
自
分

の
住
む
地
区
の
状
況
に
関
す
る
質
問

な
ど
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
い

だ
り
、
最
小
化
し
た
り
す
る
た
め
に

は
、
市
民
や
地
域
の
方
な
ど
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
同
会
は
市
民

に
正
確
な
情
報
を
知
っ
て
も
ら
い
、
今

後
の
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ

る
な
ど
の
目
的
で
開
い
た
も
の
で
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
、

正
確
な
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

会
津
若
松
市
応
援
す
る
市
民
の
会

第
２
次
募
金
77
万
余
円
を
寄
付

中
岸
商
店
が
消
防
防
災
事
業
の
た
め
に
寄
付

泉
市
長
に
寄
付
目
録
を
手
渡
す

中
岸
代
表
取
締
役
社
長

暫
定
津
波
浸
水
予
測
図
に
関
す
る
説
明
会
・

意
見
交
換
会
を
開
催

第
４
回
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
サ
ッ
カ
ー

大
会　
林
崎
・
里
浦
Ｓ
Ｓ
が
優
勝

県
の
担
当
者
に
質
問
す
る
参
加
者

シュートを放つ林崎・里浦SSの選手

優
勝
し
た「
林
崎
・
里
浦
Ｓ
Ｓ
」
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
ろ
う
の
森
は
、

同
法
人
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
の
収
益
で
、
毎
年
図
書
館
資
料

の
寄
付
を
行
っ
て
お
り
、
２
月
17
日

市
立
図
書
館
で
そ
の
贈
呈
式
が
あ
り

ま
し
た
。
９
回
目
の
今
回
は
、
市
内

の
お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
、
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど

で
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、

児
童
書
13
冊
、
読
み
聞
か
せ
用
の
大

型
絵
本
２
冊
、
お
話
し
会
用
の
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
２
点
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
３
点
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
ス
テ
ー

ジ
セ
ッ
ト
１
式
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
贈
呈
式
後
は
、
来
館
中
の
子
ど

も
た
ち
に
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
の
実

演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
を
目
的
に

開
催
し
て
い
る ｢

う
ず
し
お
福
祉
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣ 

と
、
社
会
貢
献
活

動
の
発
展
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

｢

鳴
門
市
市
民
活
動
交
流
研
修
会｣

が
、
１
月
29
日
キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅

前
店
４
階
で
、
初
め
て
同
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
催
し
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア･

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
交
流
会
を
は
じ
め
、

記
念
講
演
や
市
内
で
活
動
し
て
い
る

団
体
の
意
見
発
表
、
活
動
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
交
流

を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
新
池
川
を
よ
り
多
く
の
市
民
の
憩

い
の
場
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る｢

新
池
川
を
き
れ
い
に
す

る
会｣

が
２
月
５
日
、
鳴
門
警
察
署

か
ら
鳴
門
第
一
高
校
ま
で
の
北
側
堤

防
約
５
０
０
㍍
に
し
だ
れ
桜
１
０
０

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
約
１
５
０
人
の
家
族
連

れ
ら
は
植
樹
後
、
苗
と
と
も
に
渡
さ

れ
た
木
の
板
に
名
前
を
書
き
、
記
念

と
し
て
枝
に
つ
る
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
芝
桜
も
５
０
０
鉢
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

「カラーユニバーサルデザインを学ぼう」と
題した記念講演を行う伊賀公一さん

　市では、平成24年度を初年度とする新たなまちづ
くりの基本指針となる総合計画の策定を進めてきま
した。計画の策定にあたっては、平成23年５月10日
に各種団体の代表者などで構成する総合計画審議会
に諮問し、以降、２月16日まで６回にわたり会議を
開催し、慎重に審議を重ねていただいた結果、この
たび答申として計画案が取りまとめられ、２月23日、
審議会を代表して　田中雄三会長（鳴門教育大学長）

から、泉市長に答申が
提出されました。
　市では、平成24年度
から、将来都市像に定
める「結びあう絆が創
る　笑顔と魅力うずま
く鳴門」の実現に向け、
計画に掲げるさまざま
な施策に取り組んでま
いります。

総合計画の答申が提出されました

同
日
に
開
催
！
う
ず
し
お
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
鳴
門
市
市
民
活
動
交
流
研
修
会

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

し
だ
れ
桜
１
０
０
本
を
植
樹

　このたび、大麻町と大津町に新たな自主防災組
織が設立されました。大麻町では、板東北部・南部・
東部・中部・桧地区、５つの自主防災会から成る

「板東地区自主防災会連合会」が、大津町では「大幸
地区自主防災会」が新たに設立されました。
　これにより、鳴門市における自主防災組織の組
織率(世帯数で算出)は約81·5％となりました。
　今後も、市内各地区において防災意識の啓発や
地域防災力の向上に向けた取り組みを推進してい
く自主防災組織に対しまして、地域の皆さんのさ
らなるご協力とご参加をお願いします。
問 市役所危機管理室　☎684・1711

大麻町と大津町に自主防災組織が設立 Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
ろ
う
の
森
が
バ
ザ
ー
の
収

益
で
図
書
館
へ
資
料
の
寄
付

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
に
夢
中
の

子
ど
も
た
ち

寄
付
さ
れ
た
大
型
絵
本
な
ど

談
笑
し
な
が
ら
植
樹
を
行
う

家
族
連
れ

答申を手渡す田中雄三会長
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成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
窓
口

【
と

き
】３
月
21
日（
水
）午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

【
と
こ
ろ
】市
役
所
１
階
会
議
室

【
内

容
】司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度

利
用
を
中
心
と
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

◎
親
の
た
め
に
使
お
う
と
思
う
け
ど
、

親
名
義
の
預
貯
金
が
下
ろ
せ
な
い
。

◎
最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
一
人
暮
ら

し
で
今
後
の
事
を
考
え
る
と
不
安
。

◎
必
要
と
思
っ
て
い
る
け
ど
申
し
立
て

が
難
し
そ
う
で
…
な
ど
な
ど
。

※
高
齢
者

の
権
利
擁

護
全
般
に

関
し
て
ご

相
談
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
高
齢
者
・
家
族

お
よ
び
支
援
す
る
方（
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
含
む
）

【
申
し
込
み
】市
役
所
長
寿
介
護
課　
☎

６
８
４･

１
１
７
５（
当
日
受
付
も
可
）

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

～
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
～

【
対

象
】平
成
22
年
６
月
16
日
に
ご
存

命
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方（
同
日
以

降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
相
続
人
）

【
請
求
期
限
】平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）

ま
で（
消
印
有
効
）

【
問
】平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金 

☎
０
５

７
０･

０
５
９･

２
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
間
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
の
間
に
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
方（
戦
没
者
の
妻
や
父

母
な
ど
）が
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成

21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な

い
場
合
、
第
九
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
24
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名
国
債

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
第
八
回
特
別
弔
慰
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
請
求
期
限
】平
成
24
年
４
月
２
日（
月
）

【
問
】市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　
☎
６

８
４･

１
１
４
０

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

　
鳴
門
市
と
徳
島
弁
護
士
会
と
法
テ
ラ

ス
徳
島
の
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す（
相
談
を

受
け
る
に
は
一
定
の
資
力
基
準
が
あ
り

ま
す)

。
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

（
☎
０
５
０･

３
３
８
３･

５
５
７
５
）。

【
と

き
】３
月
28
日（
水
）午
後
１
時
～

３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階

【
問
】市
役
所
人
権
推
進
課　
☎
６
８
４

･

１
４
２
３

若
年
無
業
者
無
料
相
談（
予
約
制
）

【
と

き
】３
月
19
日（
月
）午
後
１
時
〜

５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階

【
問
】徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

◆
大
型
犬
用
犬
小
屋（
無
料
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
大
人
用
自
転
車

【
問
】市
消
費
者
協
会　
☎
６
８
６･

３
７
７
６

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金
に
関
す
る

｢

社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約

制
）｣

を
開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】３
月
15
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
２
階
東
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０･

９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所　
☎
６
５
５

･

０
９
２
０

徳
島
県
国
民
年
金
基
金

◆
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
、
税
金
が

お
得
。
◆
掛
金
は
自
由
に
設
定
。
◆
基

本
は
終
身
年
金
。
だ
か
ら
、
一
生
涯
お

受
け
取
り
。
◆
万
が
一
の
時
に
は
ご
家

族
に
一
時
金
も
。
自
営
業
、
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
方
な
ど
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
て
い
る
60
歳
未
満
の
方（
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
）が
ご
加
入
で

き
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

☎
０
１
２
０･

６
５･

４
１
９
２

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ３月９日㈮ 午後１時〜４時 市役所１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 ３月16日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

女 性 相 談 月～金曜　午前８時30分～午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）３月14日㈬午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月～金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時～６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無 料 相 談

今月の納期
国民健康保険料・介護保険料 第10期
後期高齢者医療保険料　    第８期
４月２日（月）までに市役所保険課または
指定金融機関で収めてください。

文化会館駐車場
３月の駐車制限日程
◆２日（金）8:00〜17:00
◆３日（土）8:00〜17:00
◆４日（日）8:00〜17:00
◆５日（月）8:00〜22:00
◆10日（土）8:00〜22:00
◆12日（月）8:00〜12:00
◆15日（木）8:00〜22:00

◆18日（日）8:00〜22:00
◆20日（火）8:00〜17:00
◆23日（金）8:00〜22:00
◆24日（土）8:00〜22:00
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ど
で
紹
介
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
】３
月
23
日（
金
）ま
で
に
、

市
役
所
文
化
交
流
推
進
課（
☎
６
８
４･

１
２
１
４
）ま
で
。
申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

近
く
て
遠
い
ア
ー
ト
の
宝
庫　
直
島
へ

　
空
き
家
な
ど
を
改
修
し
た
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
、
美
術
館
な
ど
の
ア
ー
ト
が

点
在
す
る
直
島
へ
行
っ
て
み
た
か
っ
た

人
、
も
う
一
度
行
き
た
い
人
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と

き
】３
月
20
日（
火
・
祝
）

【
行

程
】午
前
８
時
30
分
鳴
門
駅
集
合

〜
高
松
港
〜
直
島(

自
由
散
策)

〜
高
松

港
〜
午
後
７
時
30
分
鳴
門
駅
解
散

【
定

員
】先
着
28
名（
概
ね
20
〜
40
歳
代
）

【
参
加
費
】３
５
０
０
円（
バ
ス･

フ
ェ
リ

ー
代
の
み
）

【
申
込
方
法
】３
月
16
日（
金
）ま
で
に
、

ハ
ガ
キ･
フ
ァ
ク
ス･

電
話
の
い
ず
れ
か

で
、
氏
名･
住
所･

性
別･

年
齢･

連
絡
先

（
携
帯
電
話
番
号
）を
下
記
申
込
先
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人

権
課
内　
鳴
門
市
青
年
連
合
会
事
務
局

　
〒
７
７
２

−

０
０
１
１　
撫
養
町
大

桑
島
字
濘
岩
浜
８

−

２　

☎
６
８
６･

８
８
０
７
／
FAX６
８
６･

８
０
０
５

子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

加
盟
団
体
を
募
集

　
鳴
門
市
子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
と

共
に｢

子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
推
進

す
る
た
め
、
新
た
に
子
ど
も
の
活
動
を

募
　
集

市
内
就
職
者
激
励
大
会
参
加
事
業
者
募
集

　
市
と
鳴
門
商
工
会
議
所
、
大
麻
町
商

工
会
が
、
今
年
新
規
に
市
内
の
事
業
所

に
就
職
さ
れ
る
方
を
対
象
に
激
励
大
会

を
開
き
ま
す
。
事
業
主
の
方
は
ぜ
ひ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
と

き
】４
月
10
日（
火
）午
前
10
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

【
申
し
込
み
】３
月
19
日（
月
）ま
で
に
鳴

門
商
工
会
議
所（
☎
６
８
５・３
７
４
８
）

ま
た
は
大
麻
町
商
工
会（
☎
６
８
９･

０
２
０
４
）へ
。

植
樹
参
加
者
募
集

　
「
フ
ク
ロ
ウ
と
子
ど
も
た
ち
の
森
」で

の
植
樹
に
参
加
し
て
く
れ
る
小
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

【
と

き
】３
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～

正
午
※
雨
天
の
場
合
25
日（
日
）に
順
延

【
集

合
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
東
側

駐
車
場

【
募

集
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】軍
手
、
移
植
ご
て

【
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環

境
学
習
館　
☎
６
８
３･

７
５
６
８

鳴
門
市
文
化
月
間
協
賛
イ
ベ
ン
ト
募
集

　
市
で
は
、
５
月
15
日
か
ら
６
月
14
日

ま
で
を「
鳴
門
市
文
化
月
間
」と
定
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と

情
報
発
信
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
市
内
で
開
催
さ
れ
る
文
化

行
事
を
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
募
集

し
、
選
考
の
上
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

支
援
し
て
い
た
だ
け
る
市
内
の
団
体
の

加
盟
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

｢

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る｣

を
合
い

言
葉
に
、
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
申
し
込
み
】４
月
12
日（
木
）ま
で
に
市

役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課
内　
鳴
門
市

子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事

務
局（
☎
６
８
４･

１
２
２
５
）へ
。

脳
の
楽
習
教
室　
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、「
脳
の
楽
習

教
室
」の
参
加
者
へ
の
助
言
や
指
導
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】２
人（
鳴
門
市
に
住
民
票

が
あ
る
方
）

【
活
動
日
時
】教
室
の
開
催
日（
毎
週
木

曜
日
）午
前
中
約
３
時
間

【
申
し
込
み
】３
月
19
日（
月
）ま
で
に
市

役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６
８
４･

１
１

７
５
）へ
。
※
３
月
29
日（
木
）午
前
９

時
か
ら
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
で
説
明
会

を
行
う
予
定
で
す
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

市
と
鳴
門
病
院
と
の
連
携
事
業

～
腰
痛
と
変
形
性
膝
関
節
症
の
予
防
～

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方

【
講

師
】鳴
門
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部　
理
学
療
法
士

【
と
き
／
と
こ
ろ
／
申
し
込
み
】

①
３
月
８
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
／
板
東
公
民
館
／
前
日
ま
で
に
鳴
門

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
お
あ
さ

（
☎
６
８
９･

３
７
３
８
／
FAX
６
８
９･

３
３
１
０
）へ
。

②
３
月
９
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
／
里
浦
公
民
館
／
前
日
ま
で
に
鳴
門

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
貴
洋
会

（
☎
６
８
３･

１
０
７
５
／
FAX
６
８
３･

１
０
７
６)

へ
。

普
通
救
命
講
習

【
と

き
】４
月
15
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
消
防
本
部
３
階

【
対
象
者
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

歳
以
上
の
方（
先
着
10
人
）

【
内

容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、
異
物

除
去
、
止
血
法
、
そ
の
他
の
応
急
手
当

【
申
し
込
み
】３
月
30
日

（
金
）ま
で
に
市
消
防
本

部
予
防
課（
☎
６
８
４･

１
６
４
０
）へ
。

洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室（
環
境
学
習
館
）

　

衣
服
を
着
ら
れ
る
よ
う
に
直
し
た

り
、
古
い
キ
ル
ト
コ
ー
ト
か
ら
防
災
頭

巾
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】３
月
８
日（
木
）と

３
月
15
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境

学
習
館

【
募

集
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い
衣
服
、

裁
縫
道
具（
針
、
糸
、
は
さ
み
、
ペ
ン
シ

ル
型
チ
ャ
コ
、
さ
し
な
ど
）、
筆
記
用
具

【
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環

境
学
習
館　
☎
６
８
３･

７
５
６
８

　放送チャンネル・時間はリビング
鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▶３月10日まで　私たちのまちを守る
消防団／市議会の紹介
▶３月11日から　介護予防事業

鳴門ビデオボランティア制作番組
▶３月10日まで
①ライブとカローリング／豊田三郎（板東）
②鳴門のえびす祭り／山内茂雄（岡崎）
▶３月11日から
①美化進む新池川／山内茂雄（岡崎）
②板東史跡めぐり／豊田三郎（板東）

市民チャンネル番組ガイド
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無
料　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
で「
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
」ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

【
と

き
】３
月
10
日（
土
）

午
前
９
時
～
11
時
※
９
時

ま
で
に
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合

【
と
こ
ろ
】芝
生
広
場

【
講

師
】日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公

認
主
席
指
導
員　
鳴
門
教
育
大
学
名
誉

教
授　
山
本
貞
美
先
生

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

☎
６
８
７･

３
１
７
５

催
　
し

消
費
者
問
題
啓
発
講
演
会
を
開
催

　
消
費
者
一
人
一
人
が
金
融
ト
ラ
ブ
ル

や
悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
り
、
安
全
で

安
心
で
き
る
日
常
生
活
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
消
費
者
が
自
ら
考
え
判
断
し

得
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
！
日
本
テ
レ
ビ「
行
列
の
で
き
る
相

談
所
」で
お
な
じ
み
の
弁
護
士
菊
地
幸

夫
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
欲
し
い
物
は
買

う
な
。
必
要
な
物

を
買
え
。」と
題
し

て
、
消
費
生
活
に

関
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】３
月
10
日（
土
）午
後
１
時
～
３
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室（
※
入
場
無
料
）

【
問
】市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

☎
６
８
４･

１
１
４
０

第
11
回
阿
波
え
ら
い
や
っ
ち
ゃ
ツ
ー

デ
ー
ウ
オ
ー
ク

【
と

き
】３
月
24
日（
土
）･

25
日（
日
）

※
雨
天
決
行

【
コ
ー
ス
／
受
け
付
け
締
切
時
間
】

◎
30
㌔
／
午
前
８
時
◎
20
㌔
／
午
前
９

時
◎
10
㌔
／
午
前
10
時
◎
５
㌔
／
午
前

10
時

【
参
加
資
格
】所
定
の
コ
ー
ス
を
歩
け
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

【
参
加
費
】大
人
１
５
０
０
円
、
中
・
高

生
１
０
０
０
円
、小
学
生
以
下
無
料（
１

日
だ
け
の
参
加
で
も
同
額
）

※
３
月
25
日（
日
）10
時
か
ら「
第
９
回

親
と
子
ど
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
」を

開
催
し
ま
す
。
対
象
は
、
小
学
生
以
下

で
参
加
料
は
無
料
で
す
。

【
申
し
込
み
】３
月
22
日（
木
）ま
で
に
、

市
役
所
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
で
郵
便
振
り
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
徳
島
県
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会（
〒
７
７
０

−

０
８
２
２　

徳
島
市
東
出
来
島
10
八
幡
ビ
ル
３
階
）

　
☎
／
FAX
６
５
６･
３
６
３
６

画
家
ウ
ロ
四
宮
個
展

【
と

き
】３
月
15
日（
木
）～
21
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー（
う
ち
わ･

し
お
り
）

【
と

き
】３
月
24
日（
土
）午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴

門
駅
前
店
４
階

【
問
】㈿
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

☎
６
８
５･

３
５
４
３

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
＆

ゾ
ン
タ
ロ
ー
ズ
デ
ー

　
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
の
た
め

に
バ
ザ
ー
を
開
催
。
世
界
平
和
と
女
性

の
地
位
向
上
を
願
い
、
先
着
１
０
０
人

に
黄
色
い
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
と

き
】３
月
11
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階

【
内

容
】▼
お
茶
席（
当
日
券
：
３
０
０

円
）／
午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
染
色
教
室｢

彩｣

主
催
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
／
午
後
０
時
30
分
か
ら
、
午

後
２
時
か
ら

【
問
】鳴
門
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ　
☎
６
８
５

･

１
１
１
５

鳴
門
市
民
劇
場 ｢

静
か
な
落
日｣

【
と

き
】３
月
24
日（
土
）午
後
６
時
30

分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
出

演
】伊
藤
孝
雄
、
樫
山
文
枝
ほ
か

【
入
場
料
】４
５
０
０
円（
入
会
金
２
３
０

０
円
、
月
会
費
２
２
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
。

【
問
】市
民
劇
場
事
務
局

☎
６
８
４･

１
７
７
７

勤労青少年ホーム 前期講座・クラブ・短期講座を募集
【対　象】市内在住・在勤（おおむね30歳まで）の勤労青少年
【申し込み】３月23日（金）までに（火曜～金曜の午後１時～８
時）に同事務所（☎685・5179）へ。※新規加入者は講座費用のほ
か利用者協議会費として1,000円が必要です。

講座名 定員 と　き 教材費
生　 花 30 火 18：00～20：30 1回料金840円
書 　道

・
硬　 筆

20 火（月3回）
18：00～20：30

書道6カ月5,800円/ 
硬筆6カ月3,400/教
本なし6カ月1,000円

茶　 道 15 水18：30～20：30 6カ月4,000円 
料　 理 24 木（月2回）

18：30～20：30 6カ月7,200円 

ヨーガ 30 水（月2回）
19：00～21：00 6カ月無料 

クラブ名 定員 と　き 会　費
エアロビクス 30 火 19：30～20：30 6カ月6,000円 
バドミントン 30 火 19：30～21：30 6カ月3,000円 
卓 　 球 15 木 19：30～20：30 6カ月500円
絵 　 画 10 金 19：30～20：30 教材費実費
硬 式 テ ニ ス 30 土 19：00～21：30 3カ 月10,000円/6

カ月19,800円
吹 奏 楽 40 土 18：30～20：30 1カ月2,000円
ゴ ル フ 15 木 19：30～21：30 年3,000円+1回

料金1,000円

春の渦まつり
オープニングイベント“渦開き”
開催日　３月10日（土）
≪亀浦観光港≫　うずしお観潮船11：20～
≪亀浦漁港≫　　うずしお汽船 11：45～
○乗船の皆さんへ“鳴門わかめ”のプレゼント

もう一度鳴門へおいでキャンペーン
　｢渦開き観潮船｣に乗船された方は、抽選でリ
ゾートホテルの宿泊券などが当たるキャンペー
ンに応募できます。

【問】 鳴門市観光協会　☎684･1731
http://www.naruto-kankou.jp/frame.htm

樫山文枝さん
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日
本
舞
踊
・
当
喜
会
の
発
表
会

【
と

き
】４
月
１
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
】当
喜
会　
☎
６
８
５･

２
９
３
２

※
毎
月
第
１
、３
土
曜
日
に
無
料
で
講

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
形
浄
瑠
璃
と
映
画「
バ
ル
ト
の
楽

園
」鑑
賞
会　
入
園
無
料

【
と

き
】３
月
25
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】阿
波
大
正
浪
漫｢

バ
ル
ト
の

庭｣【
内

容
】▼「
バ
ル
ト
の
楽
園
」上
映
会

（
１
回
目
午
前
10
時
か
ら
／
２
回
目
午

後
２
時
か
ら
）▼
人
形
浄
瑠
璃
公
演
午

後
１
時
か
ら
▼
お
も
て
な
し
メ
ニ
ュ
ー

（
有
料
）：
豚
汁
セ
ッ

ト
、う
ど
ん
、カ
レ
ー

ラ
イ
ス
な
ど

【
問
】阿
波
大
正
浪
漫

｢

バ
ル
ト
の
庭｣

 

☎
６
８
９･

２
１
６
３

図
書
館

鳴
門
市
小
中
学
校
読
書
感
想
画
展

【
と

き
】２
月
24
日（
金
）～
３
月
４
日

（
日
）

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

３
月
の
休
館
日
▼
５
日（
月
）▼
12
日

（
月
）▼
19
日（
月
）▼
20
日（
火･

祝
）▼

26
日（
月
）▼
31
日（
土･

館
内
整
理
日
）

【
問
】市
立
図
書
館
☎
６
８
５･

０
２
５
５

／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

ド
イ
ツ
館

国
際
交
流
員
ロ
バ
ー
ト
が
紹
介
！

ド
イ
ツ
の
環
境
活
動

　
ド
イ
ツ
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ご
み
に

関
す
る
政
策
と
環
境
政
策
を
紹
介
す
る

講
演
。ご
み
分
別
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
、

分
別
体
験
も
皆
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
と

き
】３
月
24
日（
土
）午
後
２
時
～

４
時

【
と
こ
ろ
】ド
イ
ツ
館
１
階
ホ
ー
ル

【
問
】市
ド
イ
ツ
館

☎
６
８
９･

０
０

９
９

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】 ●3月１日（木）〜５日（月） 競艇マクール杯競走 ●3月15日（木）〜
20日（火・祝） スポーツニッポン賞 中道善博杯争奪GⅢ新鋭リーグ第４戦競走 ●4月6日
（金）〜10日（火） 第42回デイリースポーツ杯競走
【場外発売】 ●２月28日（火）〜３月４日（日） GⅠ女子王座決定戦［多摩川］ ●３月10日（土）〜
11日（日） GⅡ大村モーターボート誕生祭［大村］ ●３月10日（土）〜11日（日） GⅡ三国MB大
賞［三国］ ●３月15日（木）〜20日（火・祝） SG第47回総理大臣杯［戸田］ ●３月24日（土）
〜25日（日） 宮島オール女子戦［宮島］ ●３月24日（土）〜25日（日） GⅡ徳山MB大賞［徳山］
【エディウィン鳴門】 ●3月21日（水）・22日（木）・23日（金）は休館日となります。

　5月19日～25日に開催する｢平成24年度
鳴門市文化展｣の出展作品を募集します。

【出品資格】
　18歳以上の市内在住・在勤または市
内に所在する文化団体所属の方

【出品の種目と規定】
　原則として市内において未発表のもので、各部門の体
裁については下記のとおり。
①日本画：6号以上で額縁付き、または表装
②洋画･版画･切り絵･水彩画：6号以上で額縁付き
③絵手紙：はがきの大きさで額縁付き
④写真：4つ切り以上でパネル貼り、または額仕立て
⑤書道：表装、または額仕立てで簡単な注釈文を添付
⑥俳画：色紙額仕立て（角形）
⑦俳句･短歌･川柳：短冊仕立て、ただし所定の短冊掛け
は各自で用意
なお、①②で10号以上、④で半切り以上の大きさの作品
はガラスを付けずに応募すること。

【出品点数および作品の審査】
　出品点数は原則として各部門1人1点。ただし、各部門
において特別の事情がある場合は、点数の増減などを行
うことがある。

【出品の申し込み】
　4月13日（金）までに住所･氏名･雅号（雅号のない場合は
除く）･電話番号･作品の題名（俳句･短歌･川柳は除く）･大
きさを記入して各部門の責任者へ。

【各部門の責任者（申込先）】
●日本画＝村澤久豊（☎686･9623） ●洋画･版画･切り絵
＝戸田あさお（☎686･2254） ●水彩画＝今田守昭（☎686
･2354） ●絵手紙＝岩本佐和子（☎685･5230） ●写真＝
賀川泰廣（ナルトぴんぼけクラブ事務局☎686･3439）、
西條征二（写真集団｢渦｣事務局☎685･2552） ●書道＝近
藤幸祐（☎689･0250） ●俳画＝大西一騎（☎685･2055） 
●俳句＝西内千秋（☎686･1050）、大西一騎（☎685･205
5） ●短歌＝日下仁夫（☎686･1639） ●川柳＝橋本昭典
（☎686･9727）

鳴門市文化展作品募集

　市内12ヵ所で16講座を開講している市民文
化講座では、新規受講生を募集しています。
新しく「はじめてのお琴教室」も開設しますの
で、春から習いごとを始めて文化に親しんで
みませんか。

【講座の種類・問い合わせ先】
川柳鳴峡会：橋本（☎686･9727）／短歌講座
：日下（☎686･1639）／民踊教室:浜田（☎686
･4339）／大正琴入門：岡田（☎688･1012）／
詩吟教室：中野（☎688･0558）／手編み教室：
村沢（☎688･1877）／染色教室：藤澤（☎686
･1340）／トールペイント講座:富永（☎090･5
145･0454）／墨絵教室：村澤（☎686･9623）
／俳画教室：大西（☎090･3785･8478）／切
り絵：上田（☎686･5926）／はじめてのお琴
教室：遠藤（☎675･0101）／俳句（すだち句会
･ももその句会･新女園俳句会･鳴門ホトトギ
ス会）、郷土史研究会、その他お問い合わせは、
市役所文化交流推進課（☎684･1214）へ。

「市民文化講座」
新規受講生募集
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３月３日（土）  8：30～12：30
お元気ＳＵＮROOM  土曜日の開所日

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３歳 児 健 診 ３月15日㈭ 平成20年９月生まれ 12：30～13：00
１歳６か月児健診 ３月９日㈮ 平成22年９月生まれ 12：30～13：00
９か月児健診 ３月１日㈭ 平成23年５月生まれ 12：30～13：00
４か月児健診 ３月８日㈭ 平成23年11月生まれ 12：30～13：00
股 関 節
脱 臼 検 診 ３月16日㈮ 平成24年１月生まれ

平成24年10月生まれ 12：40～13：00

聴 力 検 査 ３月21日㈬
対象児には通知しています
が、希望される場合は電話
でお申し込みください

9：30～
10：00

3月乳幼児健診の日程表（老人福祉センター 3F）

（市役所共済会館 3F）

麻しん風しんの予防接種はおすみですか？
【対象者】　幼稚園年長相当（平成17年４月２日〜平成
18年４月１日生まれ）／中学校１年生（平成10年４月
２日～平成11年４月１日生まれ）／高校３年生相当

（平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ）
【接種期間】　平成24年3月31日（土）まで
※この機会を逃されると公費負担での接種の
機会はありませんのでご注意ください。
※接種期間を過ぎると自己負担での接種となります。
①予防接種を受ける場合は、希望する接種医療機関
に必ずお問い合わせください。市外のかかりつけ医
で接種を受けたい場合は、接種できるかどうか医療
機関にお問い合わせください。②予診票を紛失した
場合は接種歴の確認のために必ず母子健康手帳を
持って健康づくり課へ取りにお越しください。③保
護者以外の方が同伴する場合には委任状が必要です

（委任状は市ホームページからダウンロードできるほ
か、健康づくり課の窓口にもあります）。

いのちの電話相談員
～養成講座参加者募集～
　徳島いのちの電話相談員養成講座が開催
されます（全40回）。受講を希望される方や、
詳細を知りたい方は、健康づくり課にお問
い合わせください。

糖尿病相談のお知らせ
～糖尿病について正しく知ろう～
　徳島県は糖尿病死亡率が全国ワースト１
位であることは良く知られていることです
が、糖尿病は、血糖の高い状態が続くこと
で全身の血管を傷め、脳卒中や心筋梗塞と
いった大きな病気につながったり、網膜症や神経障害、
腎障害といった合併症を引き起こす病気です。しかし、
糖尿病は食生活や運動習慣を見直すことで、予防した
り改善できる病気です。保健師・管理栄養士が個別に
説明・相談しますので、この機会に糖尿病について詳
しく知り、日ごろの生活を振り返ってみましょう。

【と　き】 ３月７日（水）･12日（月）午前９時～午後５時
【ところ】 市役所健康づくり課
【申し込み】 相談希望日の３日前までに電話・FAX・E
メールのいずれかで、住所・氏名・電話番号を健康
づくり課まで連絡ください（定員20人）。※相談時間は
お一人につき約１時間の予定です。健診・血液検査
の結果をお持ちの方はご持参ください。

3月1日（木）～3月7日（水）「子ども予防接種週間」
「子ども予防接種週間」協力医療機関では、予防接種
に関する相談に応じるとともに、通常の診療時間に
予防接種が受けにくい方に対し、平日の夜間や土曜
日、日曜日に予防接種を行える体制を整えています。
詳細につきましては、以下のホームページに掲載し
ていますのでご確認ください。（HP: http://www.pre
f.tokushima.jp/docs/2010020100077/）

平成24年度ポリオ生ワクチンの投与について
【対象児】　生後3か月～7歳6か月未満

実施日 受付時間 場所
４月３日（火） 13：00～13：30 瀬 戸 公 民 館
４月４日（水） 14：00～14：30 老人福祉センター
４月11日（水） 14：00～14：30 老人福祉センター
４月18日（水） 14：00～14：30 老人福祉センター
４月25日（水） 14：00～14：30 老人福祉センター
４月26日（木） 14：00～14：30 堀 江 公 民 館

【注意事項】 ＊受付時間は厳守してください。時間を
過ぎると接種できません。＊投与前30分と投与後30
分は飲食をさけてください。＊体温は必ず会場で測っ
てください。＊下痢をしている人は受けられません。
＊必ず、母子健康手帳と予診票をご持参ください。
＊投与後はしばらく会場でお子さんの様子をみてく
ださい。＊保護者以外の方が同伴される場合は委任
状が必要です。委任状は健康づくり課にあります。
また市のホームページからもダウンロードできます。

　子宮頸がん予防ワクチンおよびヒブワクチン・小児
用肺炎球菌ワクチン接種の助成につきまして、実施期
間が平成25年３月31日まで延長されました。

【接種対象者】 ①子宮頸がんワクチン：平成24年度にお
いて中学校１年生から高校１年生相当女子
※平成24年度に高校２年生相当の女子については、平
成24年3月31日までに１回以上の接種を受けている場
合に限り、引き続き助成の対象となります。（１回も接
種していない場合の助成はありません。）
※平成23年度に高校２年生相当の女子については、平
成24年度の助成はありません。

②ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン：２か月齢
以上５歳未満
※効果的に免疫を獲得するためには、標準的な接種スケ
ジュールに沿って接種することが大切です。接種間隔が
標準的な接種スケジュールから大きく外れる場合は、自
己負担となることもありますので、ご注意ください。
※予診票がお手元にない方は、母子健康手帳を持って
健康づくり課までお越しください。
※この予防接種は法律に義務付られたものでなく、希望
により接種していただくものです。必要性や副作用につ
いて理解、納得した上でこの制度をご活用ください。

子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種助成延長
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜日午後６時～午後11時まで
　日曜・祝日午前９時～午後11時までに
◎午後11時からは、かかりつけの医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
３月４日 津保整形外科 桧 整・内・リハ 683･5560

11日 田口小児科クリニック 大 代 小・内・アレ 683･1120
18日 だいとうレディースクリニック 大桑島 産婦　・　内 683･1588
20日 板 東 診 療 所 板 東 内・ 小・ 呼 689･1252
25日 岡﨑内科循環器科 高 島 内・ 循・ 小 687･2720

3月１日〜8日は女性の健康週間
女性特有のがんについて詳しく知ろう!!
～早期発見で「がん」から身を守ろう～
　がんはここ10年来、死因の１位を占めています。し
かし、がん治療の研究は日進月歩。最近では、早期に
発見すれば、ほぼ完治するようになっています。特に、
子宮頸がん、乳がんは、比較的若年層か
ら多くみられることが特徴です。しかし

「予防できるがん」といわれていますの
で、２年に１回の検診を受けることが大
切です。早期のうちにがんを見つけるた
めに、がん検診は必ず受けるようにしま
しょう。
　鳴門市では20歳から子宮頸

けい
がん検診を40歳から乳が

ん検診を受けることができます。詳しくは健康づくり
課へお問い合せください。

乳がんの特別講習会
（参加無料）
【と　き】　３月10日（土）午後２時～３時30分
【ところ】　兼松病院１階デイケア室
【演　題】　①早期発見のための乳がん検診
　　　　　②乳がん診断のための画像診断
　　　　　③甲状腺機能低下症

【講　師】　大阪大学 乳腺内分泌外科 島津研三医師
問 兼松病院　☎685･4537／FAX685・1227
　  HP：http://kanematsu-hp.jp

サツマイモ……… ２５０ｇ
玉ネギ……… 中１／２個
バター………… 大さじ１
コンソメの素… …… １個

水………………３００ｃｃ
牛乳……………２００ｃｃ
塩・こしょう………… 少々
パセリ（みじん切り）…少々

材　料 （４人分）

産地
地消

紹
介レシピのおいしい

作り方

女性部からのメッセージ
　簡単に作れて、そのまま温かくても冷たく冷やしてもおい
しく食べられます。

栄養士からのコメント
　調理するときに、知っておきたいポイントとして、
サツマイモに含まれる甘み成分「アミラーゼ」は、ゆっ
くりと熱を加えることで働きが活発になり、でんぷん
が糖に変わって甘みが引き出されます。電子レンジでの
加熱より蒸したり、弱火でゆっくり焼く方が甘くなり
ます。また、煮るときにレモン・レモン汁、オレンジ
汁を加えると美しい黄金色に仕上がります。

①．サツマイモは皮をむき適当な大きさに切り水につけて
　  おく。
②．玉ネギは、薄くスライスし、バターで透明になるまで
　  炒め、水、コンソメの素、サツマイモを加え柔らかく
　  なるまで煮る。
③．②をミキサーにかけた後、鍋にもどし牛乳を加えてひ
　  と煮立ちさせる。
④．塩・こしょうで味を整え、器に盛り、パセリを加える。

サツマイモのポタージュ 出展者
里浦農協女性部

訪問します！歯科診療･口腔ケア
　通院できなくなったと諦めていませんか。鳴門市では
訪問歯科診療･口腔ケアを受けることができます。通院
が困難になった方でお口のトラブルでお困りの方はかか
りつけの歯科医師にご相談ください。誰に連絡してよい
か分からない方は徳島県歯科医師会の在宅歯科医療連携
室へご連絡ください。こちらから訪問可能な歯科医師を
ご紹介します。また在宅（施設）
での口腔ケアのご相談も受け付
けます。
問 在宅歯科医療連携室
☎080･2987･4838

（平日午前９時～午後５時）
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チャレンジデーとは… 毎年５月の最終水曜日に世
界中で実施されている、住民参加型のスポーツイベン
トです。この日は、人口規模がほぼ同じ自治体同士が、
午前０時から午後９時までの間に、 15分間以上継続し
て何らかの運動やスポーツをした住民の『参加率（％）』
を競い合います。年齢や性別を問わず誰もが気軽に参
加でき、『住民の健康づくり』や『スポーツ振興』、『地域
の活性化』のきっかけづくりに最適なスポーツイベン
トであるため、鳴門市も平成22年から参加しています。

臨時職員募集
高齢者の健康増進事業などの従事者

【募集人員】　介護予防教室の運営および訪
問指導、地域包括ケア推進事業などの従事
者２人

【応募資格】　保健師、正看護師、社会福祉
士、介護支援専門員のいずれかの資格と普
通運転免許を有する方

【雇用期間】　４月１日～平成25年３月31日
【選　　考】　３月15日（木）に面接審査
【申し込み】　３月12日
（月）までに、市販の履
歴書（写真貼付）と免
許証の写しを添付し、
市役所長寿介護課（☎
684・1147）へ。

　
５
月
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に
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市
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ー
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対
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内
に
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で
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無
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実
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市
営
球
場
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の
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し
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施
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【
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募
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法
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３
月
16
日（
金
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で
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開
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実
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問 
市
教
育
委
員
会
体
育
振
興
室

☎
６
８
６・８
８
０
４
／
FAX６
８
６・８

０
０
５
／
Ｅ
メ
ー
ルtaiikushinko

@
city.naruto.jp

※
応
募
の
あ
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
内

容
を
審
査
し
、
採
否
結
果
を
採
用
と

な
っ
た
ア
イ
デ
ア
の
提
案
者
の
み
に

連
絡
し
ま
す
。
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